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臨床医学系学会における診療ガイドライン作成の課題と可能性 

－診療ガイドライン作成現場における課題：各領域の作成委員会参加を通して‐ 

(第３報) 

分担研究者 吉田雅博 国際医療福祉大学医学部消化器外科学教室 教授 

日本医療機能評価機構 EBM医療情報部 客員研究主幹 

【研究要旨】 

【背景】日本医療機能評価機構 EBM 医療情報部 Minds (Medical information network distribution 
service)ガイドラインセンターは、2011 年から網羅的検索、系統的評価による選定に基づいた診

療ガイドラインデータベースの構築を開始し、一般国民に診療ガイドラインを普及し、活用を促

進するための活動を行っている。Minds では、「ガイドライン作成マニュアル」や「ガイドライ

ン作成の手引き」を出版し、作成のための資料を提供しているが、具体的な作成は専門系学会に

委ねられており、作成方法論の普及と具体的な作成支援は、十分とは言えない。

【目的】Minds では、2011 年から、診療ガイドラインの普及にあわせて、診療ガイドラインの作

成支援を拡充させてきた。本報告は、ガイドライン作成委員会の現場のニーズや課題についての実態

に関して、2018 年 4 月～2019 年 3 月に、直接ガイドライン作成委員会に参加し、ガイドライン作

成委員会の作成現場における傾向と課題を抽出することを目的としている。

【方法】

（１）診療ガイドライン作成委員会に直接参加する（現在の所、依頼ベース）

（２）ガイドライン作成支援の内容を集計、解析する

（３）2017 年度、2018 年度、2019 年度の経年変化を解析する 
【結果】

（１）作成支援  28 ガイドライン委員会に延べ 58 回参加 
統括委員会関係 8 学会等に延べ 9 回参加 

（２）ガイドライン作成支援の内容

スコープ（重要臨床課題、CQ） 10（17.2％）

 システマティックレビュー 12（20.7％） 
 推奨作成  12（20.7％）

 普及のための工夫  9（15.5％） 
 総論（全体の説明）  15（25.8％） 

【考察】

（１）作成支援依頼として、総論、システマティックレビュー、推奨作成の順に多く、67％を占

めた。

（２）一方、普及のための工夫に関する支援依頼は、2019 年度は 15.5％にとどまったが、2018
年 14.6％、2017 年度の 7.3％に比し増加傾向であった。 

現時点でも、ガイドライン作成・普及・活用・評価というガイドライン作成改訂の流れの中で、

実務作業の支援依頼が多いが、普及活用のための依頼も増加傾向にある。

【結論】

質の高い診療ガイドライン作成に向けた支援は言うまでもないが、普及に向けた取り組みを行なう

必要が再認識された。
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背景

日本医療機能評価機構 EBM 医療情報部

Minds (Medical information network 
distribution service)ガイドラインセンター

は、2011 年から網羅的検索、系統的評価に

よる選定に基づいた診療ガイドラインデー

タベースの構築を開始し、一般国民に診療ガ

イドラインを普及し、活用を促進するための

活動を行っている。Minds では、「ガイドラ

イン作成マニュアル」や「ガイドライン作成

の手引き」を出版し、作成のための資料を提

供してるが、作成は専門系学会に委ねられて

おり、作成方法論の普及と具体的な作成支援

は、十分とは言えない。

A. 研究目的 

Minds では、2011 年から、診療ガイドライン

の普及にあわせて、診療ガイドラインの作成支

援を拡充させてきた。本報告は、ガイドライン

作成委員会の現場のニーズや課題についての

実態に関して、2018 年 4 月～2019 年 3 月に、

直接ガイドライン作成委員会に参加し、ガイド

ライン作成委員会の作成現場における傾向と

課題を抽出することを目的としている。

B.方法 

（１）診療ガイドライン作成委員会に直接参

加する（現在の所、依頼ベース）

（２）ガイドライン作成支援の内容を集計、

解析する

C. 結果（表１） 

（１）作成支援として 28 ガイドライン委員

会に延べ 58 回参加（表１）、統括委員会関係

に対し 8学会等に延べ9回参加した（表２）。 

（２）ガイドライン作成支援の内容

スコープ（重要臨床課題、CQ） 10（17.2％） 

システマティックレビュー 12（20.7％） 
推奨作成  12（20.7％） 
普及のための工夫   9（15.5％） 
総論（全体の説明）   15（25.8％） 

D. 考察 

（１）作成支援依頼として、総論、システ

マティックレビュー、推奨作成の順に多く、

67％を占めた。 
（２）一方、普及のための工夫に関する支

援依頼は、2019 年度は 15.5％にとどまった

が、2018 年 14.6％、2017 年度の 7.3％に比し

増加傾向であった（表３）。

現時点でも、ガイドライン作成・普及・活

用・評価というガイドライン作成改訂の流れ

の中で、実務作業の支援依頼が多い傾向はあ

る。

その一方で、世界的にも活用促進に対する

注目が集まる中で、日本においてもガイドラ

インの普及活用に対する意識が高まり、その

ための支援依頼も確実に増加傾向にある。

より臨床で役に立つガイドライン作成の

ためには、ガイドライン出版とそれに引き続

く、普及・活用・評価についても、今後も十

分な情報提供と支援が必要である。

E.結論 
質の高い診療ガイドライン作成に向けた支

援を行う事は言うまでもないが、普及に向けた

取り組みも同時に啓発する必要が再認識され

た。
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Shimosegawa, Shigeyuki Kawa, Tsutomu Chiba, 

Kazuichi Okazaki, Hajime Takikawa, Wataru 

Kimura, Michiaki Unno, ○Masahiro Yoshida 

Clinical practice guidelines for IgG4‐

related sclerosing cholangitis 
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Sciences 26 9-42 2019 

４）診療ガイドラインの作成方法と活用方法 

はじめにー公平で偏りない作成方法と患者の

ための活用に向けて 吉田雅博 医学の歩み 

271 288-290 2019 

５）IgG4 関連硬化胆管炎の診療ガイドライン

と残された問題点 吉田雅博・高田忠敬 胆と

膵 40 671-674 2019

Ｉ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。） 

１．特許取得 該当なし  

２．実用新案登録 該当なし  

３．その他  該当なし
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2019年3月 2019年4月 2019年5月 2019年6月 2019年7月 2019年8月 2019年9月 2019年10月 2019年11月 2019年12月 2020年1月 2020年2月

1 食道癌診療ガイドライン

7日　1　第5版CQ作成に
向けたスケジュールの確
認
2　小グループごとの調査
研究の提案
3　システマティックレ
ビューアーの選定につい
ては学会員から公募する
こととした。
4　次回ガイドライン委員
会は2019年10月24日～
26日日本癌治療学会（福
岡）にて開催することとし
た。

18日　ガイドタイン
検討委員会

21日レビュアー対象
に講義
22日検討委員会

2 食道癌ESD/EMRガイドライン
29日　SR につ
いて

3 外反母趾診療ガイドライン 11日　CQ委員会
20日　各CQで採
用するアウトカム
の決定

27日SR不明点等の
質疑応答

4日策定委員会

4 頚椎症性脊髄症診療ガイドライン 9日　策定委員会
25日　第5回策定
委員会

10日　CQの推
奨決定

12日策定委員会
14日CQの推奨決
定

11日CQ決定及び
BQ修正確認

5 転移性肝癌国際診療ガイドライン
8日・.25日　作業シートの
進捗や作成時の疑問点
など

1日　作成委員会 13日　作成委員会 14日　中間報告 2日 作成委員会
16日作成委員会委員長
副委員長会議

6
下肢静脈瘤に対する血管内焼灼術のガイ
ドライン

5日　シンポジウ
ム演者

7 腰部脊柱管狭窄症診療ガイドライン
10日　CQ改訂作
業の概要につい
て講演

11日SR講義

8 腰椎椎間板ヘルニア診療ガイドライン

6日　個々の文献
評価、エビデンス
総体評価につい
て 講演

26日BQ本文確認・SR不
明点質疑応答

21日CQ推奨決定

9 睡眠時無呼吸症候群の診療ガイドライン 21日

10 腰痛診療ガイドライン
14日シンポジウム発
表

11 内視鏡外科ガイドライン 31日　委員会

12 消化器病学会ガイドライン
26日　打ち合わ
せ

13 乳癌診療ガイドライン 17日　委員会
12日　診療ガイド
ラインの作成と臨
床活用:演者

25日委員会

14 膵癌診療ガイドライン
11日 改訂委員会
会議

13日 講演・改訂
委員会

15 上腕骨外側上顆炎診療ガイドライン 8日　策定委員会 10日　SR委員会

16 軟部腫瘍診療ガイドライン
18日コメント対応
検討

17 変形性膝関節症診療ガイドライン 29日　策定委員会
12日　第2回策定
委員会

30日　第3回 委
員会　CQ設定
シートの見直し
結果報告

28日策定委員会：
文献収集結果確
認・文献評価方法
確認

18 小児消化器感染症診療ガイドライン 21日　委員会

19 GIST診療ガイドライン
16日　改訂WG講演　ｼｽﾃ
ﾏﾃｨｯｸﾚﾋﾞｭｰの手法につ
いて

20 腸回転異常症診療ガイドライン 18日WG会議　SR講義

21 悪性骨腫瘍ガイドライン
28日第1回策定委員
会

31日第2回策定委
員会

14日CQ推奨決定

22 後腹膜肉腫ガイドライン 23日第2回作成委員会 7日SRセミナー

23 制吐薬適正使用ガイドライン 24日第1回改訂WG　講演

24 大腿骨頚部転子部骨折ガイドライン 19日講義 25日CQ推奨決定

25 生体肝移植ドナーガイドライン 22日講演

26 骨転移診療ガイドライン
22日改訂版作成
WG

27 移植後妊娠・出産ガイドライン
29日第1回策定委
員会

28 Oncocardiologyガイダンス 24日Minds説明会

4 3 9 3 6 4 4 6 3 4 8 3

総論 CQ SR 推奨 活用

表1-1診療.ガイドライン作成参加年間テーブル（作成支援）
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2019年3月 2019年4月 2019年5月 2019年6月 2019年7月 2019年8月 2019年9月 2019年10月 2019年11月 2019年12月 2020年1月 2020年2月

1 歯科診療ガイドライン

6日　ライブラリー協議会
1）申請ガイドラインの審
査
2）診療ガイドライン作成
にかかわる対応について
3）次年度の企画について
・診療ガイドライン作成講
習会
・診療ガイドライン作成者
意見交換会
4）次期委員会への申し
送り事項
5）その他

2 日整会ガイドライン委員会 9日

3 日本小児外科学会ガイドライン委員会
23日　委員会にて
講演

4 腹部救急ガイドライン委員会 7日　財務委員会

5 在宅救急医学会 7日講演

6 乳癌学会ガイドライン統括委員会
10日　統括委員
会

7 がん診療ガイドライン 25日作成・改訂委員会

8 TG・JPN統括委員会 18日
23日TG普及推
進打ち合わせ

3日・4日（面談会議）

3 1 2 1 2

表1-2.診療ガイドライン作成参加年間テーブル（学会統括委員会等）
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